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   In order to reduce misunderstanding and unpleasantness in communication in contact situations between 
native speakers of Japanese (JJJ) and Chinese learners of Japanese (CCM), this research compares the discourse 
structure of refusal of JJJ and CCM requestees, from repeated requests to consensus building , which results in 
final acceptance after numerous refusals. The discourse structure of accommodation of the requester`s 
statement of alternative is seen in numerous instances. As a result, for a repeated request, regardless of whether 
the requestee is JJJ or CCM, there is "positive consensus building" and "reactive consensus building". There is 
also a case where “passive consensus building” is switched to “positive consensus building”. However, when 
the requestee is JJJ, an alternative is not given, and the proposal of an alternative is left to the requester. In 
contrast, when the requestee is CCM, a positive alternative proposal is presented. In numerous instances, the 
accommodation of the requestee`s alternative is seen in consensus building. As a result, it was concluded that 
the use of alternatives led to a difference in discourse structures of refusal, which resulted in consensus building 
that was initially rejected but finally accepted. 
筑波大学大学院人文社会科学研究科『国際日本研究』            第 12号 オンライン（2020年 3月） 
156 
   The study of the above results revealed the correlation between the use of alternatives and “hierarchical 
relationships” or “mutually beneficial relationships”. First, the hierarchical status is taken into consideration 
and is more important in Japanese than in Chinese in the decision-making of offering an alternative or not. 
Therefore, the requestee JJJ tends to leave alternative proposals to the superior's request side, compared to the 
requestee CCM. In addition, as to whether or not alternatives refer to third parties, in Chinese society, there is 
a custom of building relationships by a mutually beneficial relationship, in which, even if one cannot fulfill the 
request, the speaker relies on the help of third parties such as friends or family, and that practice is 
acknowledged by both the original requester and the requestee. However, in Japanese society there is no custom 
of relationship building through reciprocity relations, so priority is given to self-sufficient problem solving and 
no alternative proposal is made involving a third party. As a result, it is proposed that it is important to 
understand the cultural background differences that are the root of the differences in language code of conduct, 
and to communicate while paying attention to these differences in intercultural communication. 
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5 談話分析（discourse analysis）のアプローチについては、3.3節を参照されたい。 
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図 2 依頼に対する断りの談話の展開構造 
 
（1）【雑談の段階】 





    依頼発話が出てから、依頼側が被依頼側の意図（断り/受諾）を受け入れるまでの段階 





  ⑤「第 2断り（第 3断り、第 4断りなど）」：「再依頼部」があった場合、その後に再度の断りを第
2 断りと判定する。また、第 2 断りの後に再依頼が出現し、その後に断りが表出されれば、
その断りを「第 3 断り」と判定し、さらに、第 4、第 5断りなどについても同様に判定する。
第 3断り、第 4断りなどは現れない場合があるため、破線で囲む。 
  ⑥「受諾部」：再依頼に対する被依頼側の受諾発話。この前、第 2 断り（第 3 断り、第 4 断りな
ど）は現れない場合があるため、破線で囲む。 
  ⑦「受け入れ部」：依頼側の発話で、被依頼側が表明した意図（断り/受諾）を受け入れる発話。 
（3）【合意形成後の段階】 
    依頼側が被依頼側の意図を認めてから依頼についての話題が終わるまでの段階 
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   （２－２）断りに関する談話レベルの研究と本研究の目的 


































                                                             




  友人：来週末、引越しする予定なんだけど、手伝ってくれないかな。 
  あなた：                           
  友人：あ、そうか。じゃ、しょうがない。他の人にきいてみるよ。 
10 ケニア共和国の首都ナイロビに住むスワヒリ語話者同士のロールプレイデータである（中垣 2014）。 
11 マナド語はインドネシア同様、マレー語を祖語とする言語である。標準インドネシア語と文法的には似て
いるが、音韻、語彙、形態などの面で大きく異なる点もある（吉田 2015）。 
12 スンダ語はインドネシアの西ジャワにおける。一つの民族語（地方語）である（ハヤティ 2017）。 















   （３－１）調査協力者と談話資料 
 本研究では、中国人日本語学習者および、日本語母語話者を比較可能なコーパスである I-JAS 13（国
立国語研究所 日本語教育研究・情報センター）に収録されている談話をデータとした。まず、依頼側の
役を演じた調査実施研究者の日本語母語話者 2 名14（女、国立国語研究所に属する）と、被依頼側の役







計 55 組で、「最初は断るが最後に受諾した合意形成」の談話は計 14 組である（被依頼側が日本語母語








                                                             
13 I-JAS は、「多言語母語の日本語学習者横断コーパス（International Corpus of Japanese as a Second Language）」
の略で、12 言語の異なる母語を持つ日本語学習者の発話データと作文データを横断的に収集し、収録した
コーパスである。また、学習者のデータと比較するために、日本語教育に関与したことのない日本語母語




15 SPOT（Simple Performance-Oriented Test）は TTBJ（Tsukuba Test-Battery of Japanese）の１つで言語知識と 
言語運用の両面から日本語能力を測定するものである（迫田他 2016b）。SPOT の成績区分は、下記のペ 
ージで示されている基準を参考に、「60-80：中級学習者」「80-90：上級学習者」として認定可能と考える。 
今回の調査では、SPOT の成績が 70以上の学習者を調査協力者の中上級学習者とする。 
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   （３－２）談話資料の文字化の方法 
 I-JAS にはプレインテキスト（文字化したデータ）が備えられているため、文字化資料をプレインテ
キストそのままの形式で使用した。また、本研究における発話の書き起こしは、I-JAS（International Corpus 





をつける。また、日本語母語話者を JJJ、中国人日本語学習者を CCM と略す。最後に、I-JAS における
データと対応できるため、I-JAS と同じく調査者の依頼側は「C」、調査協力者の被依頼側は「K」と記し、
調査協力者の ID は I-JASの ID をそのまま使用した。 
 






























場合の 5組に対して、被依頼側が中国人日本語学習者の場合は 9組である。 
 










「依頼側の｛代案提示｝19による合意形成」の展開型 4（80.0％） 2（22.2％） 
「被依頼側の｛代案提示｝による合意形成」の展開型 1（20.0％） 7（77.8％） 
 







   （４－１－１）被依頼側が日本語母語話者の場合 
断片 1は、被依頼側が日本語母語話者の場合における、「依頼側の｛代案提示｝による合意形成」の展













                                                             
19 断りにおける代案提示（statement of alternative）とは、問題解決の方法として他の方法を提示する方略であ
る（藤原 2004）。 
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断片 1【依頼側：C の調査実施研究者 被依頼側：Kの JJJ16】 
 発話 談話の構成要素 





























































（依頼側：Cの調査実施研究者 被依頼側：Kの JJJ03） 
（2）じゃあ全部ではなくって、その、例えば週に一回だけのローケーションで、みんなで一人ずつこ
うヘルプに入ってもらうってゆうのはどうですか？ 




（依頼側：Cの調査実施研究者 被依頼側：Kの JJJ15） 
                                                             
20 太字の箇所は、本稿で特に着目した部分である。 









断片 2【依頼側：C の調査実施研究者 被依頼側：Kの JJJ43】 

















































































 被依頼側の日本語母語話者 K は、2 回断ったが、依頼側の日本語母語話者 C に再依頼をされた場合、
「やっぱりモチベーションとかが大切だと思うので仕事には」と断りの理由を述べながら婉曲的に断っ
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のように C の意見を聞きながら積極的に説明をしている。21 で依頼側である C の確認に対し、22 で被











   （４－１－２）被依頼側が中国人日本語学習者の場合 
断片 3【依頼側：C の調査実施研究者 被依頼側：Kの CCM24】 
 発話 談話の構成要素 
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きっかけとして、依頼側がその代案提示を受け入れた際に合意が形成される。その展開構造は、具体的
に断片 3や断片 4の「再依頼部」⇒「第 2断り」⇒・・・「第 n依頼」⇒「第 n断り」（のちに被依頼側
が｛代案提示｝をする）⇒「受け入れ部」のようである。 
 被依頼側の中国人日本語学習者 Kは、3回の断りにもかかわらず、依頼側の日本語母語話者 Cに再依
頼をされた場合、「はいとても難しいと思います」と断言して依頼を明確に断ったのちに、補償ストラテ
ジーとして「料理がとても上手と思います」友達を紹介するという形で代案を提示し、「もしよかったら







断片 4【依頼側：C の調査実施研究者 被依頼側：Kの CCM11】 
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18 で被依頼側の中国人日本語学習者 Kは、依頼側の日本語母語話者 C の再依頼に対し、断りの理由




























例がある。その展開構造は、具体的に断片 5の「再依頼部」⇒「第 2断り」⇒・・・⇒「第 n依頼」（依
頼側が｛代案提示｝をする）⇒「受諾部」⇒「受け入れ部」のようである。 
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断片 5【依頼側：C の調査実施研究者 被依頼側：Kの CCM05】 






































































































高 揚 「再依頼から合意形成に至る断りの談話の展開構造」 










   （４－２）代案の使用に関する考察 









































ていく（薛・坂本 2014）。しかし、日本社会に互恵関係による人間関係構築の習慣がない（沖他 2018）。 

















































                                                             
23 ポジティブフェイス（positive face）とは、他者に受け入れられたい、好かれたい、他人に近づきたいとい
うプラス方向への欲求として捉えられる(Brown & Levinson 1987)。 
高 揚 「再依頼から合意形成に至る断りの談話の展開構造」 





日韓中対照談話論―」『社会言語科学』21(1), pp. 80-95. 社会言語科学会. 
尾崎喜光（2006）「依頼・勧めに対する断りにおける配慮の表現」『国立国語研究所報告 言語行動にお









ーパス International Corpus of Japanese as a Second Language」『国語研プロジェクトレビュー』6(3), pp. 
93-110. 国立国語研究所． 
迫田久美子・蘇鷹・張佩霞（2017）「中国語母語話者のロールプレイに見られる依頼表現―日本語学習者
の「念押し」表現への言語転移の可能性―」『日中言語研究と日本語教育』10, pp. 50-63. 好文出版. 
施信余（2005）「依頼に対する「断り」の言語行動について―日本人と台湾人の大学生の比較―」『早稲









『国際言語文化学会日本学研究』1, pp. 1-12. 京都外国語大学国際言語文化学会事務局. 
中井陽子（2017）「誘いの会話の構造展開における駆け引きの分析―日本語母語話者同士の断りのロー




集』14, pp. 169-192. 国立国語研究所. 
中垣友江（2014）「日本語とスワヒリ語における「勧誘」会話の対照研究―昼ごはんの「勧誘の断り」の















学生の比較―」『比較文化研究』124, pp. 63-72. 日本比較文化学会. 
Austin, J. L. (1962). How to Do Things with Words (Eds. Urmson and Sbisa). Oxford: Oxford University Press. 
Brown, P., & Levinson, S. C. (1987 [1978]). Politeness: Some Universals in Language Usage. Cambridge, MA: 
Cambridge University Press. 
Beebe, Leslie M., T. Takahashi and R. Uliss-Weltz (1990). Pragmatic transfer in ESL Refusals. In R. Scarcella, E. 
Anderson and S. Krashen (Eds.) Developing communicative competence in a second language. pp. 55-73. New 
York: Newbury House. 
Chen, X., Ye, L., & Zhang (1995). Refusing in Chinese. In G. Kasper, Pragmatics of Chines as native and target 
language. pp. 119-163. Honolulu, Hawaii: University of Hawaii, Second Language Teaching & Curriculum 
Center. 
Searle, J. R. (1969). Speech acts：an essay in the philosophy of language. Cambridge, MA: Cambridge University 
Press. 
